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形
か た ち

いろいろ
　　 海

う み

の生
い

き物
も の

ロケット !?

と

細
ほ そ

長
な が

  い

腸
ちょう

が

外
そと

に出
で

ちゃってる!?

の形
かたち

　

おとなになると……

こ
ぶ
で
か
っ
!!

ハート

ウ
ニ
の
な
か
に

ヒ
ト
デ
が
い
る
ぞ

五ご

角か
っ

形け
い

の
ヒ
ト
デ

こども

おとな

丸ま
る

四し

角か
く
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ぼくの感
かん

じですが、数
すう

百
ひゃく

メートルは飛
ひ

行
こう

す
ることがあります。映

えい

像
ぞう

では、45 秒
びょう

間
かん

飛
と

んだ記
き

録
ろく

があります。ときには子
こ

どものト
ビウオも飛

と

び出
だ

しますが、すぐに海
かい

中
ちゅう

に落
お

ちてしまいます。飛
と

ぶというよりは、ジャ
ンプに近

ちか

い感
かん

じです。羽
はね

のような胸
むな

びれが
あっても、飛

と

ぶためのなれや技
ぎ

術
じゅつ

がいるの
かもしれませんね。

リーフィーシードラゴン
▶p.9

　リーフィーシードラゴンは、西
にし

オースト
ラリアにすむ魚

さかな

です。この不
ふ

思
し

議
ぎ

な形
かたち

で、
水
すい

族
ぞく

館
かん

などの人
にん

気
き

者
もの

です。オーストラリア
では切

きっ

手
て

にもなっています。現
げん

在
ざい

、オース
トラリア政

せい

府
ふ

は、水
すい

族
ぞく

館
かん

など公
こう

共
きょう

の施
し

設
せつ

で
利

り

用
よう

するものや、研
けん

究
きゅう

目
もく

的
てき

以
い

外
がい

には輸
ゆ

出
しゅつ

し
ない、生

せい

息
そく

地
ち

への潜
せん

水
すい

などにも許
きょ

可
か

がいる
というルールで彼

かれ

らを守
まも

っています。筒
つつ

の
ように見

み

えるもの（吻
ふん

）の先
せん

端
たん

につく小
ちい

さ
な口

くち

で、プランクトンなどをスポイトみた
いに吸

す

いこんで食
た

べます。ヨウジウオの仲
なか

間
ま

で、体
からだ

（育
いく

児
じ

のう）に卵
たまご

をつけて守
まも

ります。

ヒトデ
▶p.12 　

　ヒトデは、「人手」と書
か

いたり、「海星」
と書

か

きます。英
えい

語
ご

では star f ish（星
ほし

の魚
さかな

）
です。星

ほし

のマーク（五
ご

芒
ぼう

星
せい

・五
ご

線
せん

星
ほし

）の元
もと

になったとも言
い

われますが、本
ほん

当
とう

の星
ほし

は球
きゅう

体
たい

ですからおかしいですね。ヒトデの歴
れき

史
し

は５億
おく

年
ねん

とも言
い

われ、世
せ

界
かい

中
じゅう

の海
うみ

にすんで
います。ぼくたちには想

そう

像
ぞう

もできないほど
長
なが

い時
じ

間
かん

を生
い

き抜
ぬ

いてきた生
い

き物
もの

です。
　ヒトデ（棘

きょく

皮
ひ

動
どう

物
ぶつ

）の基
き

本
ほん

の形
かたち

は五
ご

角
かく

形
けい

と書
か

きました。その理
り

由
ゆう

は、いろいろと考
かんが

えられていますが、はっきりとはわかりま
せん。

貝
かい

の眼
め

▶p.14-15 　

　貝
かい

にも眼
め

はあります。ヒメシャコガイの
ように、水

みず

を吸
す

いこんで海
かい

水
すい

中
ちゅう

の栄
えい

養
よう

を食
た

べるものは、エサを探
さが

す必
ひつ

要
よう

はなく、明
あか

る
さと暗

くら

さを感
かん

じることができれば十
じゅう

分
ぶん

なの
でしょう。ためしに貝

かい

の上
うえ

に手
て

をかざすと、
敵
てき

が来
き

たと認
にん

識
しき

するのか、すばやく貝
かい

を閉
と

じます。
　マガキガイの眼

め

は、ぼくたち人
ひと

の目
め

に似
に

ていると思
おも

いませんか？　海
かい

底
てい

をはいま
わって、ほかの貝

かい

などを食
た

べる肉
にく

食
しょく

の貝
かい

は、
エサを探

さが

さなければならないので、よい眼
め

を発
はっ

達
たつ

させたのかもしれません。
　ツリフネキヌズツミは、ヤギの仲

なか

間
ま

（海
かい

底
てい

から生
は

えている長
なが

細
ほそ

い動
どう

物
ぶつ

）にすみ、ヤ
ギのポリプ（肉

にく

の部
ぶ

分
ぶん

）を食
た

べます。そして、
外
そと

（貝
かい

殻
がら

ではない）の模
も

様
よう

はヤギに似
に

てい
ます。写

しゃ

真
しん

は、細
ほそ

長
なが

い貝
かい

殻
がら

の中
なか

から、貝
かい

の
肉
にく

の部
ぶ

分
ぶん

が出
で

てきて全
ぜん

体
たい

をおおっている状
じょう

態
たい

です。危
き

険
けん

を感
かん

じると、すべて貝
かい

の中
なか

に
引

ひ

っこみます（写
しゃ

真
しん

で見
み

えているのは、外
がい

套
とう

膜
まく

と呼
よ

ばれる肉
にく

の部
ぶ

分
ぶん

です）。
　クリイロカメガイ（翼

よく

足
そく

目
もく

）は、一
いっ

生
しょう

を
泳
およ

いで暮
く

らします（浮
ふ

遊
ゆう

生
せい

活
かつ

）。写
しゃ

真
しん

でい
うと、中

ちゅう

央
おう

（体
からだ

）の上
うえ

、うすい青
あお

色
いろ

の部
ぶ

分
ぶん

をバタバタさせて泳
およ

ぎます。粘
ねん

液
えき

で作
つく

った
網
あみ

をクモの巣
す

のように広
ひろ

げ、かかったエサ
を食

た

べます。

イソバナ
▶p.17

　海
うみ

の水
みず

の流
なが

れが強
つよ

いところは、栄
えい

養
よう

がた
くさん流

なが

れてくるところです。イソバナは、
流
なが

れに向
む

かって手
て

を広
ひろ

げているように見
み

え
ますね。大

おお

きなものは幅
はば

２メートルにもな
りますが、近

ちか

くで見
み

ると左
ひだり

の写
しゃ

真
しん

のイソギ

クジラとイルカ
▶p.1

　イルカやクジラは時
じ

速
そく

50キロメートル、
シャチは 80 キロメートルと言

い

われ、陸
りく

上
じょう

でいちばん速
はや

く走
はし

る動
どう

物
ぶつ

・チーターの120
キロメートルにはかないません。水

みず

は抵
てい

抗
こう

が大
おお

きいのです。空
そら

を飛
と

ぶハヤブサは、急
きゅう

降
こう

下
か

中
ちゅう

は時
じ

速
そく

300 キロメートルをこえる
と言

い

われています。

重
じゅう

力
りょく

と浮
ふ

力
りょく

▶p.1

　海
うみ

の世
せ

界
かい

の第
だい

二
に

の特
とく

徴
ちょう

は、浮
ふ

力
りょく

が働
はたら

くと
いうことです。重

じゅう

力
りょく

（地
ち

球
きゅう

が物
もの

を引
ひ

きつけ
る力

ちから

）は、地
ち

球
きゅう

上
じょう

のどこにでもあります。
その重

じゅう

力
りょく

と同
おな

じ力
ちから

の浮
ふ

力
りょく

（液
えき

体
たい

や気
き

体
たい

の中
なか

にある物
ぶっ

体
たい

を下
した

から上
うえ

へおし上
あ

げる力
ちから

）が
あれば、力

ちから

を使
つか

わずに、水
みず

の中
なか

で浮
う

くこと
ができます。まるで、無

む

重
じゅう

力
りょく

の宇
う

宙
ちゅう

空
くう

間
かん

の
ようです。海

かい

底
てい

で暮
く

らす生
い

き物
もの

なら、浮
う

い
てしまうとこまる場

ば

合
あい

もあります。そこで
海
うみ

の生
い

き物
もの

は、自
じ

分
ぶん

の暮
く

らしにあわせて、
重
じゅう

力
りょく

と浮
ふ

力
りょく

を調
ちょう

節
せつ

します。
　たとえば、泳

およ

ぎまわる魚
さかな

なら、浮
う

き袋
ぶくろ

と
いう器

き

官
かん

に空
くう

気
き

を取
と

りこむことで、クラゲ
などは、もともと水

みず

の重
おも

さに近
ちか

いので、泳
およ

ぐ力
ちから

は少
すく

なくてすむようにできているので
しょう。ぼくらの体

からだ

も、水
みず

に入
はい

ると、わず
かにしずむくらいで、肺

はい

の中
なか

に比
ひ

重
じゅう

の軽
かる

い
空気をいっぱい吸いこめば、水

みず

に浮
う

くこと
ができます。サメは浮

う

き袋
ぶくろ

をもたないかわ

りに、肝
かん

油
ゆ

という水
みず

より軽
かる

い油
あぶら

をもってい
ます。ぼくたちダイバーは、魚

さかな

の浮
う

き袋
ぶくろ

を
真

ま

似
ね

た器
き

材
ざい

に空
くう

気
き

を入
い

れて、浮
ふ

力
りょく

を調
ちょう

節
せつ

し
ます。うまく空

くう

気
き

の分
ぶん

量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

することに
より、いっさい力

ちから

を使
つか

わないで、水
みず

の中
なか

で
とまることができます。宇

う

宙
ちゅう

空
くう

間
かん

で活
かつ

動
どう

す
る飛

ひ

行
こう

士
し

の同
おな

じです。宇
う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こう

士
し

は、この
感
かん

覚
かく

を覚
おぼ

えるため、水
すい

中
ちゅう

で訓
くん

練
れん

します。

ハナタツ
▶p.4

　ハナタツは、ヨウジウオの仲
なか

間
ま

です。そ
の中

なか

で、タツノオトシゴの仲
なか

間
ま

は日
に

本
ほん

で
10 種

しゅ

ほどが確
かく

認
にん

されています。小
ちい

さいも
のは、親

おや

で 1.5 センチメートルほど。頭
あたま

の
トゲや体

たい

色
しょく

は個
こ

体
たい

差
さ

が大
おお

きく、黄
き

色
いろ

や白
しろ

い
ものなどもいます。タツノオトシゴの仲

なか

間
ま

は、メスがオスの育
いく

児
じ

のうに卵
たまご

を産
う

み、ふ
化

か

した子
こ

どもをオスが産
う

み出
だ

すという、特
とく

殊
しゅ

な生
せい

態
たい

で知
し

られています。

ミノカサゴ
▶p.6

　
ミノカサゴの背

せ

びれにある毒
どく

針
ばり

は、産
さん

卵
らん

期
き

のオス同
どう

士
し

のたたかいで使
つか

われるそうで
す。刺

さ

されて負
ま

けたほうは、ぐったりと動
うご

かなくなってしまうそうですが、死
し

ぬこと
はないようです。また、胸

むな

びれを使
つか

って、
小
ちい

さい魚
さかな

やエビを取
と

りかこむように岩
いわ

に追
お

いつめて、おそった場
ば

面
めん

を見
み

たことがあり
ます。

トビウオ
▶p.7

　トビウオは、飛
と

んで敵
てき

から逃
に

げるので、
ふだんから水

すい

面
めん

近
ちか

くで暮
く

らしています。船
せん

首
しゅ

から海
うみ

をながめていると、船
ふね

におどろ
いてトビウオが飛

と

び出
だ

す様
よう

子
す

が見
み

られます。

解
かい

説
せつ

32

魚の形さ か な の か た ち

1 3 4

82

5

9

6 7

10

❶ トゲダルマガレイ　25cm
❷ インドカイワリ　30cm
❸ ハナタツ　7cm

❹ ホソスジマンジュウイシモチ　7cm
❺ サザナミフグ　30cm
❻ ダンゴウオ　3cm
❼ シマウミスズメ　13cm
❽ カミナリベラ　10cm
❾ ヘラヤガラ　50cm
❿ ウミテング　9cm

チンアナゴ　40cm

オニテングハギ　50cm

　魚
さかな

といっても、いろいろな形
かたち

のものがいます。

それぞれ、エサもちがえば、すむ環
かん

境
きょう

もちがいま

す。広
ひろ

い範
はん

囲
い

で生
せい

活
かつ

するもの、同
おな

じ場
ば

所
しょ

に暮
く

らす

もの、さまざまな魚
さかな

の生
い

き方
かた

は形
かたち

にも現
あらわ

れます。

4 5

形ただようた だ よ う か た ち

　海
かい

中
ちゅう

をただよって暮
く

らすクラゲ。体
からだ

の90数
すう

パーセントが水
すい

分
ぶん

で、

水
みず

に近
ちか

い重
おも

さなので海
かい

中
ちゅう

に浮
う

くために使
つか

うエネルギーは少
すく

なくす

みます。それでもわずかにしずむので、傘
かさ

を開
ひら

いたり閉
と

じたりし

て泳
およ

ぎます。休
やす

むときに傘
かさ

が開
ひら

いていれば、水
みず

への抵
てい

抗
こう

が大
おお

きく

なり、しずむ速
そく

度
ど

はおそくなります。落
らっ

下
か

傘
さん

と似
に

ていますね。

　クシクラゲの仲
なか

間
ま

はクラゲという名
な

前
まえ

ですが、クラゲとはちが

うグループの生
い

き物
もの

です。クラゲと同
おな

じように水
すい

分
ぶん

の多
おお

い生
い

き物
もの

ですが、クラゲのように毒
どく

針
ばり

はもっていません。奇
き

妙
みょう

な形
かたち

のオビ

クラゲが、体
からだ

全
ぜん

体
たい

をくねらせて泳
およ

ぐと、生
い

き物
もの

だとわかります。

　トカゲハダカの体
からだ

から長
なが

くのびて

いるのは腸
ちょう

です。外
そと

に出
で

ているので、

外
がい

腸
ちょう

と呼
よ

ばれます。腸
ちょう

が長
なが

いほうが

食
た

べたものの栄
えい

養
よう

を十
じゅう

分
ぶん

に吸
きゅう

収
しゅう

しや

すいからだと言
い

われています。また、

体
からだ

の表
ひょう

面
めん

積
せき

が増
ふ

えることで、水
みず

の抵
てい

抗
こう

が大
おお

きくなり、浮
う

いているための

エネルギーの節
せつ

約
やく

になるとも言
い

われ

ます。この仲
なか

間
ま

は、いわゆる深
しん

海
かい

魚
ぎょ

で、エサの少
すく

ないところに暮
く

らして

いるからかもしれませんね。タコクラゲの仲
なか

間
ま

　傘
かさ

径
けい

3cm トカゲハダカの稚
ち

魚
ぎょ

　3cm

オビクラゲ　40cm

不ふ

思し

議ぎ

な
形か

た
ち

は

　
　
　
　
　
な
ぜ
？

24 25

　サンゴは藻
も

と助
たす

け合
あ

って生
い

きているので、藻
も

のために光
ひかり

のう

ばい合
あ

いという競
きょう

争
そう

をしています。藻
も

は光
こう

合
ごう

成
せい

をしてエネル

ギーを作
つく

り、サンゴにあたえています。これはサンゴの必
ひつ

要
よう

と

するエネルギーの大
おお

きな部
ぶ

分
ぶん

だそうです。光
こう

合
ごう

成
せい

には太
たい

陽
よう

の光
ひかり

が必
ひつ

要
よう

です。だからサンゴは藻
も

がはたらきやすいように、形
かたち

を

変
か

えます。横
よこ

に広
ひろ

く広
ひろ

がるものは、太
たい

陽
よう

の光
ひかり

をたくさん受
う

けや

すく、縦
たて

にのびるものは、ほかのサンゴにじゃまされずに光
ひかり

を

浴
あ

びることができます。だから、外
がい

見
けん

からサンゴの種
しゅ

類
るい

はわか

らないそうです。海
うみ

の水
みず

の流
なが

れや、うねりの強
つよ

いところでは、

サンゴはあまり高
たか

く成
せい

長
ちょう

しません。折
お

れてしまうからでしょう。

植
しょく

物
ぶつ

も同
おな

じ種
しゅ

でも、風
かぜ

の強
つよ

いところと弱
よわ

いところでは形
かたち

が変
か

わ

るそうです。

　サンゴと藻
そう

類
るい

の共
きょう

生
せい

は、栄
えい

養
よう

だけではないそうです。藻
そう

類
るい

の

ために、有
ゆう

害
がい

な紫
し

外
がい

線
せん

などをフィルターを使
つか

って調
ちょう

節
せつ

したりす

るそうです。藻
も

は、サンゴの出
だ

す二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を使
つか

って光
こう

合
ごう

成
せい

を

して酸
さん

素
そ

を作
つく

り、サンゴはその酸
さん

素
そ

を使
つか

って生
い

きています。そ

れはサンゴの体
たい

内
ない

で起
お

こるむだのないシステムなのだそうです。

ぼくたちが、植
しょく

物
ぶつ

が作
つく

り出
だ

す酸
さん

素
そ

をもらっているのと同
おな

じこと

なのです。

形
サンゴ

の

さ ん ご の か た ち
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ページを開けば、
海の生物の

多様なデザイン
を堪能することが

できます。

成長すると姿と形を
変える理由、体の外に飛
び出てしまった内臓の役
割、サンゴと植物の共通
点など、わかりやすい文

章で紹介します。

すべて
ふりがなつき！

小学校低学年から
親まで、広く、
長く使えます。

形
不
思議な

ふ し ぎ な か た ち

ヒラフサノリ（海
かい

藻
そう

）　高
たか

さ 3cm

海
かい

藻
そう

の形
かたち

もみんなちがいます。ハートの
形
かたち

に見
み

えてしまいます。

ミカドウミウシの卵
らん

塊
かい

　幅
はば

8cm

花
はな

びらのようなところをよく見
み

ると、
小
ちい

さな粒
つぶ

がたくさんあります。１粒
つぶ

１
粒
つぶ

が卵
たまご

です。波
なみ

にゆられて、いつも新
しん

鮮
せん

な水
みず

があたっています。

オキナワモズク　高
たか

さ 5cm

食
た

べる海
かい

藻
そう

のモズクです。水
すい

深
しん

は50センチメートル。
ロープとネットを使

つか

い養
よう

殖
しょく

もされています。

マナマコ　体
たい

長
ちょう

20cm

いちばん食
た

べられているナマコで、ヒ
トデやウニと同

おな

じ棘
きょく

皮
ひ

動
どう

物
ぶつ

です。あつ
い皮

ひ

ふの中
なか

に内
ない

臓
ぞう

があります。内
ない

臓
ぞう

を
取
と

ったナマコを海
うみ

にもどす南
みなみ

の島
しま

の人
ひと

たちがいます。また再
さい

生
せい

するのです。

ツメタガイの卵
らん

塊
かい

　幅
はば

8cm

ツメタガイという貝
かい

が、砂
すな

の中
なか

に
卵
たまご

を埋
う

めこんだものです。その形
かたち

から、砂
すな

茶
ちゃ

わんと呼
よ

ばれます。

マボヤ　高
たか

さ 15cm

ぼくたちが食
た

べるホヤです。ひとつの口
くち

から
水
みず

を吸
す

いこみ、もう片
かた

方
ほう

から水
みず

をはき出
だ

しま
す。水

みず

の中
なか

からエサをこし取
と

って食
た

べます。

コケムシの仲
なか

間
ま

　全
ぜん

幅
ぷく

2cm

海
かい

藻
そう

の表
ひょう

面
めん

についています。岩
いわ

や貝
かい

殻
がら

など
にもつきます。１ミリメートルにも満

み

たな
い１匹

ぴき

が集
あつ

まってこの形
かたち

を作
つく

っているれっ
きとした動

どう

物
ぶつ

です。石
せっ

灰
かい

質
しつ

のかたい部
へ

屋
や

の
中
なか

に、やわらかい体
からだ

が入
はい

っています。

イバラカンザシ　高
たか

さ 2cm

イシサンゴに菅
くだ

をうめこんで暮
く

らすゴカ
イの仲

なか

間
ま

です。刺
し

激
げき

を受
う

けるとこの管
くだ

の
中
なか

にすばやく引
ひ

っこみふたをします。出
で

ている傘
かさ

の部
ぶ

分
ぶん

は、呼
こ

吸
きゅう

にも食
しょく

事
じ

にも使
つか

われます。クリスマスツリーのような形
かたち

で、いろいろな色
いろ

があります。

ゼニイシ　幅
はば

1cm

有
ゆう

孔
こう

虫
ちゅう

の１種
しゅ

で、円
えん

盤
ばん

のような形
かたち

か
らゼニ（銭

ぜに

）。さわると石
いし

のように
かたく、単

たん

細
さい

胞
ぼう

生
せい

物
ぶつ

としては大
おお

きい
ほうです。
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巻末の「解説」では、本
文の内容や登場する生物
について、より詳しくてい
ねいに説明しました。

海の世界や海の生物については、まだわかって
いないことがたくさんあります。不思議に感じた
ことすべてに、答えがあるわけではありません。
お子さんと一緒にページをめくりながら、「どう
してそうなった！」と感動し、「どうしてそうな
った？」と疑問に思い、海の生き物たちの不思
議やすごいところを感じてみてください。


